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第　 1　問

以下の問いに答えよ。

(1) 整数 x，y が 25x− 31y = 1を満たすとき，x− 5は 31の倍数であることを示せ。

(2) 1 ≦ y ≦ 100とする。このとき，不等式

0 ≦ 25x− 31y ≦ 1

を満たす整数の組 (x, y)をすべて求めよ。
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第　 2　問

等式
x− 3 + y = 2( x+ 3 + y )

を満たす xy 平面上の点 (x, y)からなる図形を T とする。

(1) 点 (a, b)が T 上にあれば，点 (a, −b)も T 上にあることを示せ。

(2) T で囲まれる領域の面積を求めよ。

— 3 — 岡山大学（文系）　 2013 年



第　 3　問

1個のさいころを n回投げ，出た目の最大値をXn とおく。このとき，以下の問いに答
えよ。

(1) Xn が k 以下である確率 pk を求めよ。ただし，k = 1, 2, 3, 4, 5, 6とする。

(2) Xn が k である確率 qk を求めよ。ただし，k = 1, 2, 3, 4, 5, 6とする。

(3) Xn の期待値を n = 2の場合に求めよ。

(4) Xn の期待値が 4.5以上となる nの範囲を求めよ。
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第　 4　問

C を xy 平面上の放物線 y = x2 とする。不等式 y < x2 で表される領域の点 Pから C

に引いた 2つの接線に対して，それぞれの接点の x座標を α，β（α < β）とする。また，
2つの接線と C で囲まれた部分の面積を S とする。このとき，以下の問いに答えよ。た
だし，等式 ∫ q

p

(x− p)2 dx =
(q − p)3

3

を用いてもよい。

(1) 点 Pの座標 (a, b)を α，β を用いて表せ。

(2) S =
(β − α)3

12
を示せ。

(3) 点 Pが曲線 y = x3 − 1（−1 ≦ x ≦ 1）上を動くとき，(β − α)2 の値の範囲を調べ
よ。さらに，S の最大値および最小値を与える点 Pの座標を求めよ。
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